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教育内容構成原理としてのアダム･スミス理論の有効性
―アダム･スミスによる理論を通して見た「江戸時代」の経済発展―
The Effectiveness of the Adam Smith's Theories in
Constructing the Contents of Education
－Economic Development during the Edo Period－
荒 井 眞 一
Shinichi ARAI
I analyzed the relationship between 2 of Adam Smith's writings The theory of
moral sentiments" and The Wealth of nations", and inferred that human study'
assumes primary importance in the beginning of the economics, and that sympathy'
is the core principle in this human study'. Through the Smith's theoretical framework
which I have conjected from this study, I surveyed the economic development during
the Edo period, with the help of the result in economics. After this survey, I tried an
extract of the contents of history education including sympathy' as a disciplinary
aspect.
アダム･スミスの二大著作である『道徳感情論』と『国富論』の対応関係を考察し、経済
学の始まりに「人間の学」が位置づくこと、及びこの「人間の学」の中核をなす「原理」
として「同感」が挙げられることをあきらかにする。この考察によって得られたスミスに
よる理論的枠組みを通して、「江戸時代」の経済発展を(経済史の研究成果を利用しつつ)概
観する。この概観により、訓育的側面としての「同感」をとり入れた歴史教育における教
育内容の導出を試みる。
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Ⅰ．はじめに
1980年代前半に、社会科教師・安井俊夫により
「スパルタクスの反乱」という実践1）を基礎とし
た「共感」論が唱えられた。この安井の唱える
「共感」にたいし、いくつかの意見が唱えられ、
大きな論争となった。臼井嘉一によれば、論点と
なったのは、子どもの「共感的発言」が「科学的
社会認識の形成」とどのように関わるかというこ
とだった2）。
安井の「共感についての考え方」は、藤岡信勝
の教育論から「示唆をうけている」という3）。改
めて藤岡による「共感についての考え方」につい
ての記述を見ると、「共感」の理論的根拠として
アダム･スミスの『道徳感情論』が引用され、「他
の人びとの悲しみから、悲しみをひきだす」とい
う「共感(sympathy)の能力」が「人間の本性」
として示されている4）。
しかし、藤岡による記述を見る限りでは「他の
人びとの悲しみから、悲しみをひきだす」こと以
外の「人間の本性」が示されてはいない。その一
方で、内田義彦は「近代市民社会の人間のポジティ
ヴな面」を「スミスほど生き生きと描いた人間は
他にいない」とする5）。伊藤宏之もまた「スミス
では他人の悲しみなど不幸な情感に対する同類感
情のみでなくすべての種類の情緒に対するそれで
ある」と述べている6）。両者の記述から、アダム･
スミスの述べる「共感(sympathy)」の内容は、
「他の人びとの悲しみから、悲しみをひきだす」
ことにとどまるものとは考えられない。
アダム･スミスによる論を考察するに際しては、
スミスの二大著作である『道徳感情論』と『国富
論』の関係を考慮する必要もあると考える。内田
の記述を借りて理由を述べるなら、スミスは「人
間の学を有効に作りあげるため、経済に関心をも
ち、さらに経済政策の学の流れの中にあった経済
学」にとりくみ「社会科学である経済学」を作り
上げたからである7）。この記述から、以下本論で
考察を行うにあたり、「人間の学」を考察した著
作が『道徳感情論』で、「社会科学である経済学」
の体系の構築を図った著作が『国富論』であると
の見通しが立つ。
「一方で原動力たる人間を同感の原理をもって
おいかけ、他方、その客観的結果のちがいを生産
力機構の観点から客観的に分析する」との内田の
記述に従うなら8）、『道徳感情論』と『国富論』
は「人間の学を有効に作りあげるため」の一対を
なす著作であろう。経済学の始まりに「人間の学」
が位置づき、この「人間の学」を考察するための
中核をなす「原理」として「同感」が挙げられる
ことになるからである。
「同感」を起点として、「人間の学」が経済学
へと導かれる過程が教育内容の構成に通ずる形で
明らかにできたならば、「同感」という「人間の
本性」が内包された教育内容が経済学の研究成果
から得られる可能性がある。1980年代前半の「共
感」論からは、このような『道徳感情論』と『国
富論』の２著作の対応関係を考慮に入れた記述が
見られなかった。そこで本論では、「同感」を
「不幸な情感」にのみ限定せずに広く考察した後、
『道徳感情論』と『国富論』の接点となる部分を
考察する。これら考察に際しては、「sympathy」
の日本語訳は、水田洋による翻訳に従いすべて
「同感」と表記する9）。
上記２考察の後には、アダム･スミスによる理
論の具体的な展開を、「江戸時代」の経済発展に
かんする教育内容として述べたい。『国富論』の
冒頭部では、ピン作りのマニュファクチュアが生
産増大の具体例としてあげられた10）後、分業の確
立によって「商業的社会が成立し、貨幣が発達す
る」ことが述べられている11）。一方、日本の「江
戸時代」においても、醸造業･織物業･窯業等でマ
ニュファクチュアが達成され12）、「経済社会化さ
れた農業社会」が形成されている13）。これら事実
から、スミスによる理論的枠組みが「江戸時代」
の経済発展の考察に有効性を発揮するとの見通し
が立つ。それゆえ、経済史の研究成果を利用しつ
つ、スミスによる理論的枠組みを通して「江戸時
代」の経済発展を概観する。この概観により、
「同感」をとり入れた歴史教育における教育内容
の導出を試みたい。
Ⅱ．『道徳感情論』における「同感」
１. 「同感」の「固有で始原的な意味」
『道徳感情論』によれば、「哀れみまたは同情」
といった感情は「われわれが、他の人びとの悲惨
を見るか、たいへんいきいきとしたやり方でそれ
を考えさせられるかするときに、それにたいして
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感じる情動である」という14）。このような「情動」
にかんして、「なにかの概念を形成しうるのは、
想像力だけによる」という15）。そして、この「想
像力」が十分に働きうるための条件として、以下
の事柄があげられている。
人間の心がうけいれるどんな概念において
も、傍観者の情動はつねに、かれがその事情
をはっきりと感じることによって、受難者の
諸感情はこうであるはずだと想像するところ
に、対応する16）。
ただし、「哀れみまたは同情」といった「受難
にたいするわれわれの同胞感情をあらわす」こと
ばは、「同感」という語の「もっとも固有で始原
的な意味」をあらわすに過ぎないという17）。それ
ゆえ「同感」の考察から社会科学的内容を導くに
は、本論「はじめに」で述べたように、「不幸な
情感に対する同類感情のみでなくすべての種類の
情緒」に対する「同感」を考察の対象としなけれ
ばならない。
２．「相互的同感」
『道徳感情論』によれば、「同感」の考察で重
視されるのは、以下に示すような他者とのかかわ
りの中でのことであるという18）。
同感の原因がなんであろうとも、または、
それがどれほどかきたてられようとも、われ
われの胸のすべての情動について、他の人び
とのなかに同胞感情を観察すること以上にわ
れわれを喜ばせるものはない。
上の例として『道徳感情論』では「ひとつの本
や詩をたびたび読んだために、自分だけでそれを
読むことには、もはやなんの楽しみも見出しえな
いときに、われわれはなお、それを仲間にたいし
て読むことに、喜びを感じうる」ことがあげられ
ている19）。言い換えれば、「かれ(主要当事者―筆
者)の楽しみへの同感によって楽しまされ」るこ
とによって「かれの楽しみが、われわれ(観察者―
筆者)自身のそれを活気づける」ことが可能とな
るということである20）。
上のような「同感」にかんして内田は「スミス
が言う同感には、(中略)、同感しうる本能の他に、
他人の同感を得たいという本能が含まれておりま
す」との理解を示している21）。
３．「歓喜」にたいする「同感」
『道徳感情論』においてスミスは、「わたくし
があえて主張したいのは、つぎのことである」と
の記述に続き、以下のように述べている22）。
歓喜に同感するわれわれの性向は、悲哀に
同感するわれわれの性向よりも、はるかに強
いということ、そして、快適な情動にたいす
るわれわれの同胞感情は、苦痛な情動にたい
してわれわれが抱くものよりも、主要当事者
によって当然に感じられる情動のなまなまし
さに、はるかに近づく、ということである。
上の記述の理由として挙げられることは、「観
察者は、かれの歓喜にすっかりはいりこむよりも、
かれの悲哀にまったく同感して完全に歩調を合わ
せるほうが、はるかに困難だと感じるにちがいな
い」ということである23）。『道徳感情論』におい
ては、「歓喜にたいするわれわれの同感」こそが
「真の同感」であり、「喜びをともにすることが
人間本性の一原理である」との記述もなされてい
る24）。本論前節で述べた「他の人びとのなかに同
胞感情を観察する」という「相互的同感」と、こ
の「人間本性の一原理」である「喜びをともにす
ること」の２点が『道徳感情論』では強調されて
いる。
『道徳感情論』と『国富論』の訳者でありスミ
ス研究者でもある水田洋は、スミスの問題が「行
為や情念の社会的妥当性」であることを指摘して
いる25）。水田の記述にそって考えるならば、他の
人びとのなかに「歓喜」という「同胞感情を観察
すること」が、行為の「社会的妥当性」を決定づ
ける要因となるだろう。
Ⅲ．『道徳感情論』と『国富論』の接点
１．『道徳感情論』における「野心の起源」
『道徳感情論』によれば「貧乏な人は、(中略)、
かれの貧困を恥じる」という。この理由として、
以下のような記述がなされている26）。
かれはそれ(貧困―筆者)が自分を、人類の
天使大学 紀要 Vol. 10 2010
― 69―
視野のそとにおくこと、あるいは、もしかれ
らがいくらかかれに注意したとしても、しか
しながらかれらが、かれが耐えしのんでいる
悲惨と困苦について、いくらかでも同胞感情
をもつことはめったにないということを、感
じている。
上の記述とは逆に、「身分があり卓越した人は、
世間全体から、見守られる」という。この「見守
られる」理由として、以下のような記述がなされ
ている27）。
あらゆる人がかれを見ることを渇望し、か
れのおかれた状況がとうぜんにかれのなかに
ふきこむ、あの歓喜と勝ち誇りとを、少なく
とも同感によって、心にえがくことを渇望する。
身分があり卓越した人に与えられるであろう、
歓喜と勝ち誇りを心にえがくことを渇望するので
あるから、この渇望の内容は、地位の上昇や境遇
の改善であろう。これら地位の上昇や境遇の改善
によって、いつかは（渇望の当事者自身も）世間
全体からの「同感」を獲得したいと願う。この願
いにこそ、「野心の起源」があるといえるのでは
ないか28）。内田による「共感獲得本能と結びつい
た利己心(自己および自己の利害への関心―筆者)
を，地位上昇の面でとらえたのが野心です」の記
述も、「歓喜と勝ち誇り」を「心にえがくこと」
と同様な指摘だろう29）。
２．『国富論』における「野心」
『国富論』によれば「人間は仲間の助けをほと
んどいつも必要としている」という。一方で「そ
の助けを仲間の博愛心にのみ期待してみても無駄
である」という。それゆえ仲間の助けを求めよう
とする人間は、以下のような考えに到達するとい
う30）。
もしかれが、自分に有利となるように仲間
の自愛心を刺激することができ、そしてかれ
が仲間に求めていることを仲間がかれのため
にすることが、仲間自身の利益にもなるのだ
ということを、仲間に示すことができるなら、
そのほうがずっと目的を達しやすい。
仲間の自愛心を刺激するとの記述は、前節に示
した内田による「共感獲得本能」に通ずるだろう。
また、仲間自身の利益との記述は、前節の「利己
心」に通ずるだろう。それゆえ上記述は、『道徳
感情論』における野心を基礎にしたものといえる。
『国富論』ではまた、「同感」に通ずると思われる
人間の「渇望」が、以下のような記述で述べられ
ている31）。
およそどんな人でも、生れてから死ぬまで
の全生涯をつうじて、どのような変更も改善
も望まないくらい自分の境遇について満足し
きっていられるようなことは、おそらくただ
の一瞬時もないであろう。
前節で述べた「歓喜と勝ち誇り」を、「あらゆ
る人」に抱いてもらいたいという、「他人の同感
を得たいという本能」が、「自分の境遇」の改善
を常に求めさせることになるのであろう。このよ
うな「自分の境遇」の改善を求める人々がとると
思われる行動は、以下の記述に示される32）。
生命財産が一応保証されているすべての国
では、普通の理解力のある人ならだれでも、
自分が支配しうる資財がどんなものであろう
と、現在の楽しみか将来の利潤かのどちらか
を手に入れるために、その資財を用いようと
つとめるだろう。
上の記述に従うならば、「生命財産が一応保証
されている」といえる国に住む「普通の理解力の
ある人」の中からは、「将来の利潤」を得るため
に｢資材｣の蓄積をおこなう人があらわれることは、
自然なことといえるであろう。ただし、「生命財
産が一応保証されて」いなければ、「将来の利潤」
を得る意味がなくなるので、「生命財産が一応保
証されている」との前提条件を忘れることはでき
ないだろう。
３．『国富論』における「国民の資本」
『国富論』によれば「総資財には直接の消費に
あてられる部分とそうでない部分とがあり、人が
それから収入を期待する後者は資本とよばれる」
という33）。この記述に従うならば、｢資本｣という
語は 収入を得るために用いられる資産や財産"と
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定義づけされる。『国富論』ではさらに、｢資本｣
という語が「国民の資本」と「個人の資本」の２
つに分けられた後、「国民の資本」にかんして以
下のような説明がなされている34）。
一国民の状態を２つの異なった時期で比較
してみて、その土地と労働の年々の生産物は、
前の時期よりも後の時期のほうが明らかに大
きいということ、またその土地はいっそうよ
く耕作され、その製造業はいっそう多数とな
り、いっそう繁栄し、またその商業はいっそ
う拡大しているということを見出すならば、
(中略)、この国民の資本が、こうした２つの
時期のあいだに増加したにちがいない。
『国富論』によれば「年生産物が増加した年は
(｢国民｣の―筆者)資本が増加したと考えていい」
という35）。そして、このような「国民全体の資本
は、ただの一個人の資本と同じように、かれらが
自分たちの収入のなかから貯蓄し、それをそのま
またえず蓄積し資本に追加するという方法で増加
される」という36）。すなわち、「国民の資本」は
「個人の資本」の総和として形成されるものとい
える。
本論前節では、「他人の同感を得たいという本
能」が、「自分の境遇」の改善を人々に常に求め
させ、｢資材｣の蓄積をおこなう人があらわれるこ
とを述べた。また，本節では「個人の資本」の総
和として「国民の資本」が形成されることを述べ
た。すなわち、『道徳感情論』と『国富論』の記
述を検討することで、「人間本性の一原理」が
「国民の資本」の形成へとつながっていく１つの
道筋が，明らかになるといえるだろう。
Ⅳ．「江戸時代」における経済発展と人間の活動
本論前章では、アダム･スミスの論に従い、「人
間本性の一原理」が「国民の資本」の形成へとつ
ながっていく１つの道筋を明らかにした。続いて
本章では、前章で明らかにした道筋を通して、
「江戸時代」における経済発展と「同感」へ通ず
る人間の活動を概観する。これら概観を通して、
「同感」をとり入れた歴史教育における教育内容
の導出を試みる。
１．「国民の資本」の増大
岩橋勝は、徳川幕府によって1722年以後採用さ
れた「定免制(または定免法)」37）にかんして以下
のような記述を行っている38）。
農民にとっていかに高水準で貢租率が固定
化したにせよ、その後の増産分についてはす
べて農民の利得となることが保証されたと同
様であり、結果として定免法も農民の経済イ
ンセンティブ (動機あるいは誘因―筆者)を
刺激することになった。
「後の増産分についてはすべて農民の利得とな
ることが保証された」というという点で、上の記
述は『国富論』における「財産が一応保証されて
いる」状態に該当すると言えるだろう。また、上
と同時期の18世紀初頭における「小農(小規模な
耕作をおこなう農民―筆者)」にかんして、斉藤
修は「生産にかんするさまざまの意思決定を自分
で下せる立場にあるという点において、土地をも
たないという点では共通しているかにみえる農業
労働者とは，決定的に異なる」との見解を述べて
いる39）。これら「小農」が、『国富論』の述べる
ところの「普通の理解力のある人」であるならば、
「財産が一応保証されている」という状況下で｢資
材｣の蓄積をおこなうはずである。そしてその｢資
材｣の蓄積という「個人の資本」の増加は、「年生
産物」の増加という形で「国民の資本」の形成へ
とつながったはずである。
「国民の資本」の形成は、「年生産物」の増加
という形で「江戸時代」にも見られたようである。
このことは、新保博･長谷川彰による以下の記述
により明らかになる40）。
1697(元禄10)年に3063万石(100.0)であっ
た実収石高(農業産出高)は、1830(天保元)年
に3977万石(129.8)となり、1867(慶応３)年
には4681万石(152.8)となって、１世紀半余
の間に53％も増大した。
速水融･宮本又朗によれば「18世紀の30年代か
ら19世紀の初頭ごろまでは、全国人口はほとんど
増加しなかったし、耕地の伸びも著しくスローダ
ウンした」という41）。人口･耕地の増加が停滞し
ていた状況で、約30％の農業生産高の増加が見ら
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れたことになる。「財産が一応保証されている」
という状況下での「普通の理解力のある人」によ
る「個人の資本」の増加が、「年生産物」の増加
という結果を招いたと考えるならば、『国富論』
の述べる「国民の資本」の形成過程が「江戸時代」
の経済発展にも適用されるのではないか。
ただし、「江戸時代」の経済発展がスミスの論
に適用されうることを示すには、「普通の理解力」
を持つ「江戸時代」の人々による経済的行為が、
「同感」や（「同感」にもとづいた）「野心」に通
じなければならない。
２．「生産」にみる人間の活動：経済史文献から
新保博･斉藤修によれば、18世紀から19世紀に
かけて「地方領国において原料農産物や工産物に
ついての地域間市場向け商品生産が定着･発展し、
中央市場へ参入した」という42）。「中央市場」と
は大坂･江戸を示すであろうから、18世紀から19
世紀にかけて、さまざまな地域から大坂･江戸へ
向って「原料農産物や工産物」が商品として運ば
れたといえるだろう。佐々木潤之介によれば、各
地域におけるこのような生産増加の要因として、
以下の事柄があげられるという43）。
肥料ではこれまでの自給肥料(緑肥･堆肥･
焼灰･厩肥･屎尿等)に加えて、干鰯や油糟な
どの購入肥料が使われるようになった。農具
でも、人力農具である鋤･鍬の分化がいちじ
るしく、備中鍬が普及し、また千歯扱や千斛?
も発明され普及した。
上の記述から、人口･耕地の増加が停滞してい
た18世紀から19世紀に約30％の農業生産高の増加
が見られた理由が、農業技術の進歩にあることが
理解されるだろう。「財産が一応保証されている」
という状況下で「自分の境遇」の改善を図った結
果が、農業技術の進歩に現れたと言えるのではな
いか。
農業技術の進歩の結果生産が増加したのは、西
川俊作･天野雅敏が指摘するように「紅花，綿，
藍，砂糖のような商品作物ないし農産加工品」と
いった米以外の作物であった44）。農業生産の増加
が米以外の作物によって担われた理由について、
以下のように述べている45）。
人口が停滞しているため，米に対する需要
の伸びは小さい。米作生産力の上昇は必然的
に非主穀農産物とくに工業原料をふくむ商品
作物面積の拡大をみちびかざるをえない。
「後の増産分についてはすべて農民の利得とな
ることが保証された」という状況下で、｢資材｣の
蓄積において有利な「商品作物」の増加を図った
「江戸時代」の農民は、「普通の理解力のある人」
に該当するだろう。
３．「消費」にみる人間の活動：食物史文献から
本節においては、「生産」に対応し発展する
「消費」という点から、「同感」に通ずる「江戸時
代」の人々の活動を概観する。この概観を行なう
にあたり、多岐にわたる人々の活動の分野を絞る
必要がある。活動の分野を絞ることにより、具体
的な記述を抜き出すことが可能となると考えるか
らである。
「江戸時代」後半における生活のありようを詳
細に述べた『守貞謾稿』には「今世，三都ともに
土民奢侈を旨とし、特に食類に至りては、衣服等
と異にして、貴賤貧福の差別なきがごとし」との
記述の後、江戸を中心とする食生活の特徴として
「専ら鰹節だしに味醂酒を加へ、あるいは砂糖を
もつてこれに代へ、醤油をもつて塩味を付くる」
との記述がみられる46）。味つけの中心に位置づけ
られたしょうゆが19世紀初頭に大量生産されてい
たこと47）や、しょうゆの原料に大豆･小麦といっ
た「商品作物」が用いられることを考えるならば、
食生活を見ることで「生産」の増加として考察さ
れる「国民の資本」の形成のありようを、広範囲
に及ぶ「消費」としてとらえることが可能となる。
上に述べた食生活の歴史的なありようを研究す
る学問分野として「食物史」があげられる。本節
では、この「食物史」における研究成果を援用し
「同感」に通ずる「江戸時代」の人々の活動を概
観する。
小泉和子によれば「中世ではごく上層に限られ
ていた饗宴用の供膳具が、近世では中下層以上に
まで普及した」という。小泉は、この理由を以下
のように述べている48）。
目前に豊かな生活のモデルがあったからこ
そ、人々はそれを目指して粒々辛苦もいとわ
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ず働いたのであろうし、それがまた生産を押
し上げ、商品流通の活発化を促す結果となっ
たのであろう。
上の記述は本論Ⅲ章で述べた「身分があり卓越
した人」のもつ「歓喜と勝ち誇り」を獲得したい
と願う「野心の起源」と言えるだろう。また、吉
川誠次は「江戸時代」に見られるようになった、
行楽のための弁当について、以下のような記述を
行っている49）。
江戸時代には、外で食事をするという機能
的な役割から、脱却して、弁当はともに美味
しさを分かち合うという交際の要素として、
更には遊楽を一層楽しくする為に、派手な演
出が凝らされるようになった。
また、笠井俊彌は、江戸で普及したそばの食べ
方について「現代とはちがって蕎麦屋でとか自宅
で家族と食べるだけでなく、招いたりおよばれし
たりして、新蕎麦を大いに楽しみました」と述べ
た後、「新そばや座敷で悟る棒の音（『蓼太句集』」
との句を紹介している50）。吉川･笠井による記述
は、本論Ⅱ章で述べた、「他の人びとのなかに同
胞感情を観察する」という「相互的同感」と言え
るだろう。ともに食事をする喜びが、そばやしょ
うゆの「消費」を増加させ、次なる「生産」の増
加につながったであろう。
笠井俊彌は、「江戸時代」のそば屋の利用法に
ついても興味深い記述を行っている。笠井は「蕎
麦屋の２階は、逢引きの場所としてもよく利用さ
れました」との記述に続き、「にくい事・梯子引
あげ喰ふ蕎麦(『たみの笠』団水点)」との句を紹
介している51）。この記述の示すところは 江戸時
代の人って、デートしたのかなあ"という疑問に
たいする明確な解答となる。首尾よく事が運んだ
ならば、誘った男性は、女性からの「同感獲得本
能」と、「逢曳きの場所」でのお食事という「相
互的同感の喜び」を、同時にみたすことが可能と
なるだろう。また、原田信男は「大都市で行われ
ていた料理技術や食事形式の作法が、山村にも広
く受容されていたことがうかがわれる」ことを示
す事実として、以下のような記述を行っている52）。
上野国利根郡富士原村(現群馬県水上町)や
武蔵国秩父群矢那瀬村(現埼玉県長瀞町)には、
料理秘伝や小笠原流の作法が巻物などとして
伝えられており、こうした技術や知識を売り
歩く人々がいたことが知られている。
江戸などの大都市の食習慣をとり入れることで
「自分の境遇」の改善を求める人々が多数存在し
ていたと言える。それゆえ、上の記述の示すとこ
ろは、本論Ⅲ章で述べた、『道徳感情論』から
『国富論』へ通ずる「野心の起源」の具体例と言
えるだろう。
Ⅴ．おわりに
教育学者の須田勝彦は、教科の学習における
「訓育的価値」について、以下のような記述を行っ
ている53）。
子どもにとって教科の学習がつまらないと
すればそれはその子どもの人間性に触れるも
の、訓育的価値がないからであり、また、徳
目主義的道徳がつまらないのは子どもが持っ
ている科学や文化に関する知性と少しも共鳴
しないからである。
須田の記述に従うならば、教科の学習における
「訓育的価値」は、「人間性に触れる」教育内容に
よって実現されることになる。このような「訓育
的価値」について、筆者も須田と同様な考えを持
つ。それゆえ、「子どもの人間性に触れる」教育
内容を構成していくことが、教科の学習における
「訓育的価値」や おもしろさ"の達成に通ずると
考える。
本論において考察したアダム･スミスによる論
は、「同感」を起点として「人間の学」が経済学
へと導かれる過程と言えるものであった。また、
スミスによるこの理論的枠組みを通して概観した
「江戸時代」の経済発展は、「訓育的価値」として
の「同感」を内包するものであった。
筆者にとって今後の課題となることは、「訓育
的価値」を内包する「江戸時代」の経済発展の過
程を、より具体的な業種に焦点をあてて述べるこ
とである。この叙述により、「人間性に触れる」
教科の学習が、学問研究の成果に忠実な形で実現
されるだろう。
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